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【概要】小学校中学年の仲間集団の特徴と変化に着目し、特にギャング、グ、ループの形成過程を明らかにするこ

とで、ギャンググループが仲間関係にどのような役割を果たしているのか考察した。小学校での観察調査と質

問紙調査の結果、中学年の時期には、仲間集団は取りくみたい遊びを理由に形成する状態から、固定された仲

間との同一行動を求めていくように変化していった。さらに高学年にかけて、仲間関係が広がっていき、学校

生活の中で「楽しい」時聞は「休み時間以外」と答える児童がふえるなど、学習、行事等で友達と一緒に活動

することで楽しさを感じていた。
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【問題と目的】

人が人生をよりよく生きるためには、仲間と有意義な

対人関係を築くことは必要不可欠であるといわれる。ま

た仲間関係は、さまざまな社会的行動の発達に必要な文

脈を作り出すことができると言われている（氏森・清水、

2002）。そのなかで、ギャング、グ、ループとは、小学校3～

4年、児童期中期から児童期後期にかけてみられる特徴

的な仲間関係のことであり、その時期のことをギャング

エイジと言う。ギャング、グループの特徴は、向性の同年

齢児で構成され、排他性・閉鎖性が強いといわれる。ま

た同一行動による一体感が重視されること、力関係によ

る役割分化がみられること、グループメンバーと強く結

び付くことで親から自立しようとする際に生じる不安を

和らげる特徴をもっ。ギャンググ、ループでの活動を通し

て、適切な自己主張の方法や、ノレーノレを守るなどの、社

会生活に必要なさまざまなスキルや知識が習得されると

の指摘もある（園枝・古橋、 2006）。しかしその一方で、

現代では核家族化、少子化が進み、塾や習い事による遊

ぶ時間の減少、都市化に伴う遊び空間の喪失、テレビゲ

ームの普及など、子どもを取り巻く環境の変化によって、

地域の仲間集団は解体され、ギャング、グ、ループは消滅し

たという報告もある（西村、 2007）。それによって現代の

子どもたちは、昔の子どもが仲間集団のなかで学んだこ

とが学べなくなってきていると言われており（深谷、

1989）、仲間関係の形成、発展に大きな困難を抱える子ど

もが多いと言われている（小石、 1995）。

そこで本研究では、児童の仲間集団形成の特徴と変化

に着目し、現代の児童の仲間関係にギャング、グ、ループが

どのような役割を果たしているか考察する。

く研究1＞小学校3年生の仲間集団の形成過程

【方法】

1.調査対象： S市立C小学校の児童3年生、計35名

2.調査方法：参与観察法。観察の様子はその場で簡単

なメモを取り、観察終了後、フィールドノートに記述

した。

3.観察期間：平成24年5月～平成24年11月（週1回朝

8時～午後3時、計四回）

【結果および考察】

1 .仲間集団の形成過程

・観察前期（5月～6月）：遊びを理由に形成する仲間集団

観察前期での子どもたちは、「やりたい遊びjを理由に

して仲間集団を形成していた。自分が「その遊びをやり

たい！」と思うと、「仲間に入れて！ Jと主張し、仲間に

加わっていく様子が観察された。仲間集団の構成につい

ては、クラスの仲間同士で性別関係なく集団をつくって

いた。 4, 5人で、教室内でお絵かきをしたり、 15人前

後で、校庭で鬼ごっこをしたりなど、遊びの種類によっ

て集団の人数は異なっていた。ここでは、「やりたいこと」

を優先しているため、自分がその遊びをやりたくなくな

ると、遊びの途中でも集団から抜けてしまう児童もいた。

このように、児童はこの遊びで「遊ぶj という目的だけ
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のために集まり、継続性のない仲間集団を形成していた。

・観察中期（7月）：「好きな遊びが岡山仲間と形成す

豆血盟隼国
仲間と関わり合うなかでお互いの好きな遊びゃ趣味を

理解することにより、好きな遊びやスポーツが同じであ

る仲間と集団を形成するようになり、観察前期と比較し

て継続的に同じ仲間と関わる児童が出てきた。

一方で、一緒によく遊ぶ仲間同士で、ぶつかり合うこ

とが多くなった。このことから、仲間と近づくにつれて、

児童は仲間とぶつかることが多くなるが、それにより嫌

な気持ちになったり、相手を傷つけてしまったりした経

験を通じて、仲間集団のなかでのルールや適切な自己主

張の仕方を学び、継続した仲間集団を形成していくと考

えられた。

・観察後期（9月）：同性の固定された仲間と同一行動

観察後期は、向性のみで好きな遊びや気の合う児童同

士と仲間集団をつくる児童が多くなった。仲間集団内の

メンバーはほとんど固定されたものとなり、その固定さ

れた仲間と同一行動をして、学校生活を過ごす児童が増

えていった。観察前期と比較すると、児童は「やりたい

遊びjではなく、「仲間との同一行動」を目的として、仲

間集団を形成していることがうかがわれた。これらの過

程、変化を経て、対象とした3年生は、従来のギャング

グループの特徴と似たような仲間集団を形成していった

といえる。児童は、楽しそうに、誇らしそうに行う仲間

との同一行動を通じて、対人関係におけるさまざまなス

キルを身につける機会を得ていると考えられ、仲間との

幹はさらに深まり、児童のなかで仲間という存在は大き

く、大切なものになっていくことが示唆された。

2.仲間集団の構成人数の変化

観察前期5月頃は、性別に関係なく、 15人前後で構成

されていた。クラスの大半で遊ぶということが多かった。

後半9月頃からは、男女ともに、同性のみで仲間集団を

つくり、仲間集団も固定されていった。人数は男子は4

～8人、女子は2～4人程度だった。
また、学校内では、他の学年の友達と遊ぶことはほと

んどなく、男女ともにクラスの友だちと遊ぶことがほと

んどだった。一方、放課後は、男子には、クラスの友達

だけでなく、おなじスポーツチームに所属している仲間

と遊ぶことがあり、その中には異年齢のメンバーが加わ

っていることもみられた。

3.仲間集団内での意見の衝突

観察前期の5月頃は、取りくみたい遊びを理由に集ま

っているので、意見のぶつかり合いは少ない。しかし観

察中期の7月頃になると、仲間との自己主張のぶつかり

あいが多くみられた。

内容は「鬼ごっこの鬼はやりたくなし、」「片づけはした

くないJなど、さまざまで、仲間の考えを優先しあう様

子はみられず、ぶつかりあった仲間をしばらく避ける行

動もみられた。観察後期の9月頃には、「＠＠（仲間の名

前）が遊ばないなら、自分もその友達と遊ばない」「付き

添いでついていく」など仲間の判断や行動に合わせて同

一行動をとることが目立つようになった。

4.仲間集団での仲間関係の深まり

仲間同士で相互に関わりを持つことを楽しんでいる様

子がみられた。児童同士が「自分たちは仲良しだ」と相

互に思っていることが相Eに伝わり、仲間同士の親密さ

を感じる。「仲間と遊んで、楽しかったj、「仲間といるとう

れしくなる」という経験をとおして、友達の存在が大き

くなっていく。

5.排他性、閉鎖性

観察前期の5月頃は固定された仲間集団ではなく、や

りたい遊びを決めて遊んでおり、「仲間に入れて」と新た

に児童が参加しようとする際も、拒むことはなく一緒に

遊んでいた。後期になると、仲間は固定化されていった

が、「入れて」と参加を要求されると、拒むことはあまり

みられなかった。しかし、所属する仲間集団のメンバー

に対する態度と、他の児童に対する態度が大きく異なる

児童もいて、場合によっては、排他性を持つよう変化し

ていく可能性もあることがうかがわれた。

く研究2＞小学校高学年における仲間集団の

発達的変化

【方法】

1.調査対象： S市立C小学校の3年生164名、 4年生142

名、 5年生148名の計454名

2.調査方法：小学校高学年における仲間集団の構成や

友だちに対する意識に関する発達的変化について自記

入式質問紙調査を実施した。

具体的な内容は、仲間集団の構成について6間（仲

の良い友達の人数、理由、性別、学年、集団内でのメ

ンバ一変化の有無など）、仲間集団の存在の認識、遊び

場面での活動4問（平日の過ごし方、休日の過ごし方

など）、仲間に対する気持ち、自由記述（学校で楽しさ

を感じること）

3.調査期間：平成24年11月上旬

4.分析方法： SPSSPASW Statistics 18を用いて統計処

理を行った。

【結果および考察】

1 .親よりも仲間との時間を優先する

友だちを選ぶ理由において、学年で有意差が認められ

た。「家が近い」と回答した児童の割合は、学年が上がる

につれて低くなり、 3年生では10.1%、5年生では17.1%
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となった。また、「性格が合う」と回答した児童の割合は

学年が上がるにつれて高くなり、 5年生では25.0%と、

3年生よりも10%ポイント以上高かった。このことから、

学年が上がるとともに友だちを選ぶ理由が変化し、家や

席などの物理的な近さから、性格や価値観など仲間の内

面的な部分を重要視するようになると考えられた（図1）。

仲の良u、1番の理由
・庸が近い ク家割近い

硲fアラスが一緒 前の学年の時ヲラスが一緒

。習し、事（スポーツチーム）が一緒臨好きな遊びがー緒

4年生

図1 「仲の良い一番の理由」の学年比較

また、休日の遊び場面での過ごし方において、「なかよ

しな友だちJと過ごすと回答した児童の割合は学年が上

がるにつれて高くなり、 5年生では41%と3年生よりも

10%以上高かった。一方で、「きょうだいJや「父母」な

どの「友だち以外」の相手と答えた児童の割合は、 3年

生が42%であり、 5年生よりも20%ほど高くなった。こ

のことから、学年が上がるにつれて、親よりも仲間との

関係を重視するようになると考えられた。

2.仲間関係が広がり、結びつきが弱まる

仲間集団の存在があると回答するのは、 3年生は50%、

4年生は62.7%をしめるが、 5年生になると25.7%と大

きく減少した（図2）。

仲間集団存在の認識

グループ有 aグループ無 稽わからない

5年生

4年生

3年生

図2 仲間集団存在の認識学年比較

また男女比では、女子は53.1%男子が39.7%となり仲

間集団の存在があると回答する者は男子の方が少なかっ

た（図3）。仲間集団内のメンバーの入れ替わりの有無で

は、学年で負の相関がみられた。メンバーの入れ替わり

が「よくある」という回答の割合が最も高かったのは5

年生の14.4%であり、 4年生の4倍以上を示した。した

がって5年生では、下級生よりも友だちの幅が広がり、

いくつかの仲間集団に所属することに伴って、一つ一つ

の集団内のメンバーの結びつきが弱まっているのではな

いかと考えられた。

仲間集団存在の認識

グループ有 ・グループ無 鶴わかちない

女子

男子

図3 仲間集団存在の認識男女比較

3.平目、休日の遊びの内容

平日は3,4年生はゲームで過ごし、 5年はサッカーを

すると回答する者が最も多かったが、休日には、いずれ

の学年もはゲームをして過ごすと回答した（表1～表4）。

表1. 5年生の平日の遊び場面での活動

活動 人数

サッカー 77 

ゲーム 65 

おにごっこ 64 

おしゃべり 37 

テレピ 24 

読書 16 

公園の遊具 13 

何もしない 12 

野球 11 

お絵かき 9 

その他 26 

（複数回答）

表2.学年別平日の遊び場面での活動上位

1位 2位 3イ立

3年生 ゲーム おにご、っこ おしゃべり

4年生 ゲーム おにごっこ おしゃべり

5年生 サッカー ゲーム おにごっこ

司
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表3. 5年生の休日の遊び場面での活動

活動 人数

ゲーム 78 

テレヒ 54 

サッカー 46 

おしゃべり 33 

おにごっこ 30 

読書 29 

公園の遊異 15 

お絵かき 13 

野球 13 

何もしない 9 

その他 27 

（複数回答）

表4，学年別休日の遊び場面の活動上位

1位 2位 3イ立

3年生 ゲーム テレピ サッカー

4年生 ゲーム テレビ 読書

5年生 ゲーム テレピ サッカー

4. 「楽しい」と感じる内容が変化する

児童に、学校生活のなかで楽しさを感じるのは、いつ、

だれと、どんなことをしている時であるのか、と質問し

たところ、「休み時間の遊びj、「クラス内行事」、「学年行

事j、「学校行事j、「授業の活動J、「学校の日課」、「学校

の活動」、「一人での活動」の8つが挙げられた。

表5.児童が『楽しい」と感じること（3年生）

内訳 人数 回答例

休み時間 129人 「クラスの友だちと昼休み、サ

の遊び ッカーをしたことI、「なかよし

な友だちと給食のときおしゃべ

りをしたことJ

クラス内 17人 「クラスの先生とクラスのみん

行事 なと、ハロウィンパーティをし

たことj

学年行事 1人 「3年生全員と社会科見学をし

たととj

授業の 5人 「Kさんと算数の時間に距離を

活動 言十ったことj、「みんなと 5時間

自に音楽の授業をしたことj

学校の 5人 「友だちと掃除の時間にいっぱ

日課 いごみをとったこと」、「友だち

とお昼に給食を食べたことj

一人での 3人 「一人で25分やすみにぼうっと

活動 したことJ

表6 児童が「楽しい」と感じること（5年生）

内訳 人数 匝答例

休み時間 60人 「友だちと25分休みにおしゃべ

の遊び りをしたことj、「友だちと休み

時間にウノをしたことJ

クラス内 34人 Iクラスのみんなとハロワイン

行事 パーティをしたこと」

学年行事 33人 「Sブロンコスチームと 3時間

自にバスケットボールをしたこ

と」

授業の 16人 「みんなと体育で走り幅とぴを

活動 したことJ、「みんなと 3, 4時

問自理科の実験をしたこと」

学校の 2人 「Iさんと保健委員会をしたこ

日課 とJ、「生物係の人とザリガ、ニの

掃除をしたこと」

「休み時間の遊び」と回答した児童の割合は、学年が

上がるにつれて低くなり、 3年生が80%で、最も高かっ

た。このことから、学年が上がるとともに休み時間以外

の活動に「楽しさJを感じる児童が増え、興味や関心が

学習や学校生活全体に広がっていくことがわかった（表

5、表6）。

また、「だれと」過ごしているかの部分では、「一人で

の活動」と答えた児童以外は「友だちJと回答していた。

このことから、友だちと一緒に活動をすることによって

楽しさを感じる児童が多いということがわかった。友だ

ちは、児童にとって「楽しさjを倍増させてくれる、大

切な存在であることが考えちれた。

【まとめ】
中学年の児童は、発達に伴い仲間と強く結び付き、同

一行動を楽しむようになっていったO 子どもたちは、仲

間と継続した関係をもっこ ξにより、き主ざまな対人的

スキルを獲得する機会を得るようになると考えられた。

また、学年が上がるにつれて親よりも友だちとの関係を

重視し、友だちの幅は広がっていくが、仲間関係は深く

ならず、希薄化してしまっていることや、「楽しいjと感

じる内容が広がることが示唆された。
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